
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■小平奈緒さんに会える！ 

平昌オリンピックの活躍で日本中を明るく元気づけた小平奈緒

さんが浦和にやってくる！ 

 日本女子スピードスケート初の金メダルを獲得した小平選手。閉

会式ではフェアプレーと友好を世界に伝えた選手代表としても称

賛されました。その小平さんのお話しが浦和で！！ 

小平さんとともに、信州大学時代から指導する結城匡啓コーチ

（教育学部教授）を講師に迎えるほか、ＪＯＣ派遣のオリンピアン

として荻原次晴さん（長野 1998 冬季オリンピックスキーノルディ

ック複合日本代表）▽宮下純一さん（北京 2008 オリンピック水泳

男子 400 メートルメドレーリレー銅メダリスト）▽広瀬栄理子さん

（北京 2008 大会バドミントン日本代表）も参加。「頂点への道のり」

などについておうかがいします。 

 ＜日時＞７月３日（火）午後５時半（開場午後４時半） 

 ＜会場＞さいたま市民会館うらわ 

 参加無料ですが、事前申し込み＆抽選のところ、クラブに６月２

日までにご連絡をいただければ、個別申込みせずに参加できます！ 

 参加希望の方は、クラブ事務所までご連絡ください！ 

ＮＰＯ法人浦和スポーツクラブ（1991 年設立） 

 0 歳～92 歳まで、1,000 名を超える会員がサッ

カー、テニス、卓球、フィットネス、バドミント

ン、健康・体力づくりなど多様なプログラムを、

それぞれのニーズにあわせて楽しむ市民クラブ。 

星空スポーツ広場など気軽に参

加できる場や、部活動のサポート

を行うとともに、浦和東部地区元

気アップネットワークに参画し、

スポーツや運動の視点から住民の

健康づくりやつながりづくりに取

組んでいます。 

中学生向けの教室Ⅰ期は、６月～９月に開催します。 

途中からでもＯＫ！ 募集中です！ 

□対象  主に新中１の初心者（基礎から行います） １５名 

□回数  概ね月３回×３か月間 全９回 

□費用  3,240 円（全９回分です！！） 

□申込み 氏名・生年月日・住所・学校・電話番号を事務局に。 

※前期は中学部活動向けです。それ以外の方は 12 月～開始予定。 

■バドミントン・ファーストステップ講習会！！  

「スポーツ＆健康マガジン 月刊「うらすぽ」

は、クラブ会員の他にも浦和区東部を中心に配

布しています。当面は 2000～3000 部を配布

し、地域の皆さんにスポーツと健康の話題をお

届けしていきます。 

発⾏︓2018.5.30 
 NPO 法⼈浦和スポーツクラブ 

第 8 号 
  

 

TEL:048-887-7140  FAX:048-677-7598        
info@urawasc.org  https://urawasc.org  

  

〇ＪＦＡグラスルーツ・カンファレンス参加報告（２面） 

〇ボランティアすると筋力アップ！？？？（３面） 

〇小平奈緒さんに会える！！！！！！（４面） 

《この人に訊きたい⑦予告編》 

 ヘルシーカフェ のら （南区鹿手袋７丁目） 

大家 小峰 弘明さん 

店主 新井 純子さん 

 

Ｑ なんで、のらを？ 

と小峰さんと新井さんにお聞きするはずでした

が、間に合わず・・・・・なので、来月あらため

てお伺いすることとして、今月は、予告編！ 

さいたまのコミュニティカフェの先駆者とも

いえるヘルシーカフェのらさんの紹介です。 

 

《写真１》新井さんはこんな方です 

 手にしているのは、なぜか新聞社

からもらったペーパーでつくった

紙バック。 

古新聞紙を使った手提げバック

づくりのクラフトワークショップ

もやっているそうです。 

 以前、お伺いした時に見せていただいた大相

撲の番付表の誌面でつくったバッグはさらに

進化していました！ 

 なんで「コミュニティレ

ストラン構想」を考えられ

たのか・・・・・それは９

号のお楽しみです！（その

前に、お店に行って確かめ

るのもありです（笑）） 

《写真２》小峰さんはこんな方です 

写真は、忘れ物をし

た常連のお客様にメッ

セージを送っている小

峰さん。 

のらの大家です！ 

と同時に埼玉県庁で高

齢者福祉などを担当さ

れてきた現役県庁職員 

それなのに、土曜日になると“のら”でボラ

ンティア店員をされています。 

 大家って何？ 何でボランティア？は次回

に！ 

《写真３》お店はこんな感じです 

 素敵な建物の中

には、居心地の良い

テーブル席が・・・ 

奥 に は “の ら 広

場”。フローリング

で小さなお子様連

れでも安心して食

事もできるし、ワー

クショップでも使

わせていただけま

す。 

 このほか、“のら

の箱”・“のらの壁”

など「何それ？」が

たくさん発見でき

る 楽 し い お 店 で

す！ 

  

素敵な笑顔の小平選手！ 

ネットからお借りしました<m(__)m> 

クラブハウスの移転先探してます！ 

今の大家さんのご配慮にも感謝しております

が、やはり１階がないと地域のシニア世代が参

加しづらいようです。実家が空いてしまった

よ。。。なんてお話しも相談させてください！！ 

■中学部活サポート賛同者募集中！  

近隣の中学校の部活サポートに取組みます。各種スポーツ種目の指

導者の方や、栄養士、ＰＴ、ＡＴなどトレーナーの方、各種専門家と

ネットワークをつくりたいと思います。 

 地域の子ども達のスポーツ環境向上に一緒に取組んでいただける

方、ご連絡ください！！ 

小平選手の勤務する長野県の

相澤病院は、ジュニアアスリ

ートサポートに取組まれてい

ました。地域包括もそうです

が、長野県には、いろいろとお

手本になる先達がいらっしゃ

ることに感嘆！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《スポーツコラム》 

「ＪＦＡグラスルーツ推進・賛同パートナーカンファレンス参加報告①」 

日本サッカ―協会（文京区本郷）で５月 20 日に開催されたカンファレンスに参加してきました

（浦和スポーツクラブは、日本サッカー協会のグラスルーツ推進・賛同パートナーとして 2016 年度

に全国で 27 番目の団体として認定されています）。 

冒頭、田島サッカー協会会長からの挨拶の後、全国の４つの事例（引退なし、補欠なし、障がい

者の参加、学校とクラブの連携）の発表がありました。どの実践例も素晴らしく大いに参考になる

ものでした。特に、千葉の幕張総合高校における学校を拠点としたクラブづくりはとても興味深い

内容でした。（詳しくは http://www.jfa.jp/news/00017572/ でご覧いただけます。） 

 その後、グラスルーツの３つの方針（引退なし、補欠なし、障がい者の参加）について、12 のテ

ーブルに分かれて話し合い、最後に検討結果の報告を行いました。 

■引退なし 

・ 毎週末ボールが蹴れる場所があり、皆をまとめる世話役がいる

ことが理想。そのためには、グラウンドを常に確保し、後継者

を育てなければならない。公の制度を利用し、学校開放などを

働きかけていく必要がある。 

・ 決まった時間に、決まった場所に、仲間が集まれることが理想。そのためには、安全にけがを

せず続けられることや、人数、場所の確保などが必要。ソサイチ（南米発祥の 7 人制サッカ

ー）、フットサル、ウォーキングフットボールなど、レベルに合わせたルールやソフトがあり、

地域の課題に寄り添うことが求められている。 

・ ウォーキングサッカーは、年齢、性別、身体能力を問わず、高齢者や障がいのある方でも幅広く

参加することができるので、ユニバーサルスポーツとして普及させたい。 

■補欠ゼロ 

・ どんな子どもでも参加できるリーグ戦があり、移籍も自由にでき、「補欠」という言葉の意味を

変えていきたい。勝利至上主義の指導者の考え方を変え、JFA 主導でリーグ戦の方法を考えてほ

しい。 

・ 勝利至上主義ではなく、育成主導主義でありたい。個人の身体能力ではなく、考える力を育てた

い。試合における個人の役割の大切さを伝え、考え行動できるようにする必要がある。 

・ サッカーは一部のうまい選手のものではなく、みんなとやるから楽しい。いろいろな場所や仲間

で参加できるストリートサッカーのような光景が理想。 

・ サッカーに勝負はつきもの。補欠ゼロの活動で平等に個を育みたい。 

 

「障がい者サッカー」についての提言や、事例報告の内容については、 

次号（第９号）でご紹介したいと思います。 

 

ヘルシーカフェ のら 
 2009 年 11 月開店。 

 2015 年に「食」を切り口にして、高齢者のいき

がい支援から、女性の起業や学習支援、子育て家

庭の支援、若者の就業支援、地域のコミュニティ

づくりの支援まで幅広い機能を持つ地域の居場

所をつくるコミュニティレストラン構想を新井

さんが発表。 

 この構想の賛同者が集まり、「人が人を呼び、

知恵が知恵を生む空間」ができました。 

 同じ敷地内には１００歳まで働けるモノづく

りの職場「ＢＡＢＡラボ」もあります。 

 

 

 

 

《健康Ｑ＆Ａ》 

Ｑ 日経新聞のこのコラム（5/19）に書かれていることは本当ですか？ 

近年、高齢者の健康維持の重要な要素として「社会参加・社会貢献」が注目されています。 

以前は、食事（栄養）・運動・休養（睡眠）が３大要素と言われていましたが、様々な研究が進

む中で「ボランティアをしていたり、サークル活動などに参加したりしている人ほど健康寿命が長

い」ということが明らかになってきました。 

「元気だからそのような活動に参加できているのであって、参加しているから元気になるわけ

ではない」と反論される方もいるようですが、そのような活動をされている方が多い地域では、地

域全体の健康寿命が高いことも確認されており、健康寿命を延ばす大切な要素であることは間違

いないようです。 

 下の図で、ボラン

ティア活動やサーク

ル活動に参加する前

と、参加するように

なった後で、握力や

生活満足度がどのよ

うに変化したかを調

べたものです。 

 ボランティアやサ

ークル活動に参加す

ることで、心身の健

康づくりにつながる

ようです。 

 健康な人が増え

て、地域の課題の解

決にもなる、そんな

好循環が生まれるこ

とが期待できます。 

 さいたまでも、こ

のような取組みが進

むようにしていきた

いですね。 

■のら ランチ情報 

ランチはスープ付きのワンプレートで 1,000 円。 

メニューは日替わりで、2～3 種類から選べます。 

さいたま市桜区の大久保と見沼区の「みぬま田圃」

の農家から直接仕入れた野菜をふんだんに使った、

カラダにやさしいヘルシーなランチ。 

 

＋200 円 ドリンク付き 

＋500 円 ケーキと 

ドリンク付き 

 

■配布協力会員募集 

 「月刊うらすぽ」を、地域で配布してくださ
る会員さんを募集しています。数部からでも
かまいませんので、ご近所のお店や事業所、お
友達などにお届けしてくださる方は、事務局
にお声かけください。 

 一人でも多くの地域の方にクラブを知って
いただくことで、地域のつながりづくりや健
康づくりにお役に立てるものと思います。 

 皆さんの力で、地域にもっと役立つクラブ
に育ててください。 

住所 南区鹿手袋 7-3-21 

電話 048-607-3007 

時間 11:30～17:00 

定休日 日曜・月曜 

駐車場 有（2～3 台） 

 

中浦和から徒歩 8 分 

武蔵浦和、西浦和から 13

分。携帯で探ってくださ

い！＾＾！ 


